
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2008 年 5 月 
 
インド・ニューデリー開催 国際繊維機械専門見本市 
 
texmac india -  第 2 回開催へ 
 

 第 4 回アジア繊維会議（atexcon 2009）併催 
 総展示面積がさらに拡大 

 
質の高い業界関係者の来場、見本市自体の雰囲気、また運営に対して出展社から高評価を得た、

国際繊維機械専門見本市 - texmac india 2007。プレミア開催に続き、注目の第 2 回目が 2009 年

4 月 15 日～18 日にインド・ニューデリーで行われる。texmac india 2009 は、同年インド大陸で開

催される唯一の業界専門見本市として、インド繊維業界連合会（CITI）をはじめ、世界主要各国の

繊維機械協会・団体が全面協力する。初回開催同様、アジア繊維会議（atexcon）が見本市会期中

に行われることが決定しており、このため、インドはもちろん、周辺諸国から業界を代表する企業の

意思決定者が、texmac india 2009 へ多数来場すると見込まれている。 
 
『texmac india 2007 の来場者、特にインド国内からの業界関係者は、その質が大変すばらしかっ

た。』とは、在メンヒェングラドバッハ（ドイツ）Trützschler Textilmaschinenfabrik 社のマーケティン

グ部長 H.ゼルカー氏の総括だ。『texmac india は非常によくアレンジされた専門見本市だ。』と、

在エーバーバッハ（ドイツ）Oskar Dilo Maschinenfabrik 社の営業部長 Y.ガルク氏が続く。このよ

うな出展社の肯定的な意見は、プロフェッショナルな計画・運営、最適な開催場所、来場層による高

い支持といった、texmac india の効果をさらに強調してくれる。そのため、texmac india 2009 に対

する関心がさらに強くなるだろうとの期待が高まっている。これらを鑑み、開催場所となる Pragati 
Maidan エキシビションセンターで用意される出展スペースは、初回開催に比べ 2 ホール加えられ、

texmac india 2009 ではホール 8～13 で行われる予定だ。 
 
イタリア繊維機械工業会（ACIMIT）、英国繊維機械協会（BTMA）、ドイツ機械工業連盟・繊維機械

工業会（VDMA）など、欧州を代表する業界団体に加え、米国繊維機械協会（ATMA）は、周辺諸国

とのアクセスも充実しているニューデリーで行われる texmac india に、各国のパビリオンを出展、

見本市を強力に支援する。例えば 2007 年のプレミア開催時には、パキスタンからの来場数が非常

に多く、好評を得た。次回開催に向け、texmac india の告知活動をインド周辺諸国でもさらに強化

していく。 
 
出展関連資料は、同見本市を主催する在ミュンヘン 国際見本市展示会サービス会社（IMAG）、な

らびに在ニューデリーFair Design India 社（Fdi）、そして専用ホームページ www.texmacfairs.com
にて請求できる。出展申込期限は、2008 年 10 月 1 日となっている。 
 
 
 



 

 
 
texmac india とは・・・ 
 
プレミア開催 texmac india 2007 には、およそ 200 社が出展、6,000 名もの来場を数えた。繊維製

品メーカーの需要を包括的にカバーする機械・設備が勢ぞろいする同見本市は、Fdi 社と協力し、

メッセ・ミュンヘン・インターナショナルグループ企業の一員で、ドイツ国外のプロジェクトを多数持つ

IMAG 社が運営する。1946 年に設立された IMAG 社は、専門見本市・イベントなどを世界各地で

主催・運営するほか、世界的に重要な専門見本市でパビリオンをアレンジしている。一方 Fdi 社は、

インド国内で行われる国際的な業界専門見本市・イベントの運営・コンサルティングを専門とする、

見本市サービスグループ Meroform のメンバーである。 
 

関連情報は、専用ホームページ（英語）www.texmacfairs.com で 
 

プレス・リリース、写真、ロゴなどは、専用ホームページ『MEDIA』にてダウンロードいただけます 
 
 
 
ミュンヘン本部お問い合わせ先： 
 
国際見本市展示会サービス会社（IMAG） 
 
IMAG - Internationaler Messe- und 
Ausstellungsdienst GmbH 
Am Messesee 2, 81829 Munich, Germany 
 
担当： Ms. Catherine Schultheiss 
 Ms. Nicola Schnellhammer 
 
Tel.: +49-(0)89-94922-124 
Fax: +49-(0)89-94922-350 
E-mail: schultheiss@imag.de 
 schnellhammer@imag.de 
URL: www.imag.de 
 
 

日本でのお問い合わせ先： 
 
メッセ・ミュンヘン・インターナショナル 
日本代表部 
 
〒102-0075 
東京都千代田区三番町 2-4 
三番町 KS ビル 5F 
在日ドイツ商工会議所内 
 
担当： 橋木 雅弘 
Tel.: 03-5276-3507 （直通） 
Fax: 03-5276-3509 
E-mail: mhashiki@messe-muenchen.jp 
URL: www.messe-muenchen.jp 
 

プレス担当： 
 
Pressebüro Petra Schmieder 
 
Trivastr. 10, 80637 Munich, Germany 
 
Tel.: +49-(0)89-1274-9274 
Fax: +49-(0)89-1274-9274 
E-mail: ppschmieder@t-online.de 
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